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情報モラルの基本的な考え方

越智　　貢

現在,中等教育で行われている情報教育は,開始された当初と比べれば,随分落ち着いてきているように見受け

られる。ただし,情報モラル教育に関してはやや事情が異なると言うべきかもしれない。周知のように,児童生徒

が電子ネットワークlこ関わる事件を引き起こすたびに,情報モラル教育が話題にされ,その効果や是非lこついてさ

まざまに議論されている。

ここでは,楕報モラルをどのようlこ理解すればよいか,あるいは情報モラル教育の効果をどのように考えればよ

いかについて.私見を述べてみたい。

1　教師の変化

情報教育が開始される以前から,情報モラルに関わる

仕事に携わってきたために,学校の状況をつぶさに眺め

る機会に恵まれた。その間に経験した教師の意識の変化

はとても大きかった。ここ5.6年間ですら,教師は大

きく意識を変えている。

1999年に,全国の約500校の教師にアンケート調査を

したことがある。その際の学校や教師の反応は.今日の

それとはまるで違っていた。たとえば,学校へのインタ

ーネット導入に「まったく興味がない」とする回害は5%

ほどであり.「まったく必要性を感じない」という回害も

4%弱にすぎず,それゆえ大多数の教師がインターネッ

ト導入に肯定的な関心を抱いていたにもかかわらず.電

子メールの「アドレスは学校に1つがよい」という意見

が40%近くに達していた。一見.矛盾とも映るこの状

況は,情報教音の本格化を前にした教師の複雑な思いを

そのまま反映していたように思われる。すなわち,「不安」

である。

当時,マスコミの報道を通じてしか知ることができな

かった種々の事件が.インターネット導入とともに自分

の教室や学校で起こったら.と身構えている教師は少な

くなかった。こうした漠然とした「不安」が.校外への
ち°うちょ

アクセスを呈冨括させていたように思才つれる。

今日では,このような不安を抱えている教師はほとん

どいない。情は教育は.旧来の教科と同様.いまでは臼

常のルーチンになっている。電子ネットワークの世界は.

ほとんどの教師にとって,もはや不安を掻き立てる未知

の世界ではなく,事あることに行き来する日常世界の一

部である。

(筆者が携わっていたRNE一日旧OS川MAのサイト　このプロジ

ェクトは2003年に終了したが.現在でも当時の研究がそのま

ま保存されている。本文で紹介したアンケート結果もここに掲
載されている。)

こうした変化は,教師白身によるコンピュータやイン

ターネットの経験と深くつながっている。文部科学省の

調査によれば.上記のアンケートを行った1999年度の

「コンピュータを操作できる教員」は,全体で66.1%
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であり,「コンピュータで指導できる教員」は,31.8%

であった。

このように,1999年当時は,かなりの教師がコンピュ

ータに触れる機会をもっていなかった。だが,最新の数

字(2003年度)では,rコンピュータを操作できる教員」

の割合は,全教員の93.0%であり,「コンピュータを

使って教科指導等ができる教員」は63.0%だとされ

ている。未経験が不安の原因の1つであったことがよく

わかる。

むうん,それと並行して,日本全体でも電子ネットワ

ークが身近になり,コンピュータやインターネットに関

わる「光と闇」が世間一般に次第に理解されるようにな

ったことも,教師の不安の解消に役立ったにらがいない。

今日では,ウェブページを一度も目にしたことのない人

はまれである。現在,日本のインターネット利用者人口

は7,730万人に達し,人口普及率は60.6%に上

ると言われている(総務省調査,2003年末のインターネ

ット利用者数及び人口普及率)。

2　情報モラルの誤解

このように,現在の情報教育は,おおよそ予定の軌道

上に乗っているように思われる。だが,情報モラルにつ

いては,少し事情が異なっている。なぜなら,いまなお

情報モラルに対して過剰な期待が認められる半面で,そ

れに対する不信も根強く存在しているからである。

児童生徒が電子ネットワークと関連する形で問題を引

き起こすと,きまって情報モラルの周知徹底が声高に語

られ,それを十分に行ってこなかったことに原因を求め

る声が届いてくる。かと思えば,情報モラル教育の効力

のなさが主張され,それよりもむしろ法的規制を強める

万が効果的だとする情報モラル不要論も少なくない。確

かに,子どもたちに,情報モラルに関する知識を与えて

も,それだけで彼らがトラブルを回避できることにはな

らない。知っていることとその知に基づいて行為できる

こととは同じではないからである。

だが,それら両方の意見を聞いていると,情報モラル

の過信派と不信派には,立場の違いはあるものの,共有

しあっている誤解があるのではないかと思えてくる。

3　法もモラルも万能ではない

まず,法やモラルが万能でないことに留意する必要が

ある。それぞれに限界があることを忘れると,情報モラ

ルを過信したり,逆にその効果を疑うことになってしま
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う。

ネットワーク犯罪やトラブルを回避する方法は,けっ

して1つではない。技術的に回避する方法もあれば.法

的に回避する方法もある。ただし.それらは完全ではな

い。なぜなら,それらはともに事後的にしか発動し得な

いからである。しかも,新しい技術の確立や新しい法律

の制定は,多くの時間を必要とする。その間に,それら

を乗り越える次の犯罪やトラブルが出現する。コンピュ

ータに関するモラルの教育の必要性は.実は.この反省

の上で要請された。

このように,コンピュータに関わるモラルの重要性が

注目され始めたのは,その他の抑止力の限界の自覚に基

づいている。つまり,モラルはそれだけですべてを解決

できるものとして登場したわけではない。それは,法的

な対処や技術的な対処を補完する役割として位置つけら

れている。この点からすれば.情報モラルの効力のなさ

を理由に,法的規制の強化を求める主張は.以上の歴史

的事情に目を閉ざした意見なのである。

コンピュータが関わる領域でモラルを教育する必要が
さかのぼ

あると唱えられ始めたのは,1970年代に遡る。当時,

r情報倫理(information ethics)」やr情報モラル」という言

葉はむろん存在していない。そのころ,そうしたモラル

は「コツビュータ・工シックス」と呼ばれていた。インタ

ーネットが普及するはるか以前に.アメリカで.将来コ

ンピュータのプロとなる学生たちにコンピュータ・工シ

ックスを教える試みが行われた。これにより,実際にコ

ンピュータ犯罪数が大幅に減少している。

(D.Johnsonの著作,

1985年刊のこの著作の初版

には,有害情報やウイルス

など,ネットワーク関連の

問題が取り上げられていな

′かった)

ただし,その際にも,モラルの教育がすべてを片付け

る万能の存在と考えられていたわけではない。「コンピ

ュータ・工シックス」教育を推進したドン・パーカーは,

すでにその当時,モラル教育の限界を知っていた。彼は,



「コンピュータ学科で耳にすることがなかった」倫理を

学生たらに教えることの重要性を主張しつつ,次のよう

に語るのも忘れなかった。

「コンピュータ倫理を講義しても,学生の偶発的ない

たずらを止めさせることはできまい。しかし,大切なの

は,その行いが悪いことだと知ることである。学校は.学

生が子供のころから身につけた倫理的価値基準そのもの

を変えることはできない。しかし,こうした倫理的価値

をテクノロジーの分野ヒ適用し.コンピュータのプログ

ラムやデータの所有権についての特別な倫理的原則を教

えることによって,コンピュータ・サービスの利用の仕

方やシステムの統一性は有効なものとなりうる」(『コン

ピュータ犯罪研究総論』1983)。

言うまでもなく,同じことが日常世界についても当て

はまる。モラルですべてが片付くわけではない。法律や

それに基づく規制もまた万能ではない。逆に,法律は,

それを後押しするモラルの力を必要とする。それがなけ

れば,法律はただの文章と変わらない。

私たちの普段の生活を反省してみればよい。互いの財

産やプライバシーを守るために,私たらは,家宅侵入を

禁止する法律を必要とするばかりか,人の家に無断で入

ってはならないというモラルも必要としている。両者は

緊密に結びあい支えあっているのである。

4　情報モラルの定義

情報モラルの定義には,そのことに関する配慮が認め

られるように思われる。周知のように,情報モラルは「情

報社合で適正な活動を行うための基になる考え方と態

度」であると定義された(2000年3月.高等学校学習

指導要領解説楕報編)。ここには.情報モラルにルールで

あること以上の意味が込められている。次のような説明

が施されている。

「情報モラルの育成とは.何々をしてはいけないとい

うような対処的なルールを身につけるだけではなく.そ

れらのルールの意味を正しく理解し.新たな場面でも正

しい行動がとれるような考え方と態度を育てること」

である。それゆえ.とくに「単なるルールの指導になら

ないようにする」ことが求められている。

ルールを知ることは重要である。しかし.それ以上に

重要なのは.ルールの意味とその必要性を理解し.その

上で行為を選択しようとする態度である。それをルール

自身が作り出すことはできない。法律も同じである。

明治期の人々は.それまで存在しなかった数多くの法
じCtてう

律を作ったが.そのために.あわせて「違法精神」に関

するモラルの教育をも推進した。法律だけが存在しても,

それを理解し守ろうとする意識がなければ効果はないか

らである。

「遵法精神」は,モラルの園内にある言葉である。し

かも,教育することによってしか得られない。近年は同

じことがコンプライアンスという言葉で語られることが

多いが,「遵法精神」は今日でもモラルの重要な機能の1

つである。

5　モラルは変わる

モラルが万能ではないこととあわせて重要なのは,情

報モラルが変容する点である。

モラルの中身はそれが関わる環境が変化するとともに

変容する。電子ネットワークの中には,ある時期まで匿

名性に関わるトラブルはほとんど生じなかったし,有害

情報すらそれほど問題とはならなかった。当時のガイド

ラインを見れば,そのことがよくわかる。

1995年成立の「ネチケット・ガイドライン」は有名だ

が,それ以前にもガイドラインと呼び得るものは存在し
おぽ

た。「コンピュータ工シックスの十戒」を憶えている読者

がいるかもしれない。ネチケットガイドラインが一般化

する以前には,これが多くのサイトで掲げられていた。

珍しくなったとはいえ.今でも時おり出合うことがある。

引用しよう。

「コンピュータ・エシックスの十戒」

1.汝.コンピュータを使って他人を害することなかれ。

2.汝,他人のコンピュータ作業を妨げることなかれ。
せんさく

3.汝,他人のファイルを詮索することなかれ。

4.汝,コンピュータを使って盗みをすることなかれ。

5.汝,コンピュータを使って偽りの証言をすることな

かれ。

6.汝,代金を支払わぬソフトウエアを使用・複写する

ことなかれ。

7.汝,許可なく他人のコンピュータ資源を使うことな

かれ。

8.汝.他人の知的産物を私物化することなかれ。

9.汝.汝の作成したプログラムの社会的影響を考える

へし。

10.汝,考慮と尊重の念をもってコンピュータを使う

へし。
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(ComputerEthicsInstituteに掲げられた「十戒」)

この「十戒」ではネットワークの問題に言及されてい

ない。当然である。これが用いられていたとさには,イ

ンターネットが今日ほど普及していなかったからである。

有害情報やウイルスの問題が記載されていないのも,当

時は,それらが今日のように問題化していなかったから

である。

このように,少し長いタイムスパンで,情報モラルの

周辺を眺めれば,その折々に問題とされた事柄が変化し

ていることに気つかされる。

今後も,情報モラルの中身は徐々に変化していくにら

がいない。プライバシー概念は情報の電子化とともに急

速にその内容を変化させてきたが.(「ひとりにしてあか

れる権利」から「自己に関する情報の流れをコントロー

ルする権利」へ)さらに変化していくのは間違いない。

近年騒がれている著作権も同じである。匿名性ですら,

これまでは悪しき振る舞いの原因と見なされてきたが,

最近,電子ネットワーク環境の変化により,自衛策の一

つとして見直されつつある。

いや,情報モラルだけではない。そもそもモラルは変

容する。日常世界のモラルもつねに変化の途上にある。

デカルトという哲学者をご存知だろうか。今田でも心
えんえき

身二元論や演繹法の主唱者として有名なこの近世の哲学

者は,モラルについて長い研究を重ねながらも,結局,

確実なモラルの演繹体系を作ることをあきらめ,暫定的

なモラルに従うことで満足せざるを得なかった。私たち

も,情報モラルとして知られている事柄が「暫定的」で

あることを忘れてはならない。
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6　モラルは変わらない

これまで述べてきたように.モラルの中身は変わって

いく。しかし,矛盾した言い方に聞こえるかもしれない

が,中身が変わっても,モラルの核心(あるいはその都

度のモラルの中身に込められた原理とでも言うべきも

の)は変わらない。

すでに歴史的生命を終えたがに見える「コンピュータ・

工シックスの十戒」が,今日の状況に対しても十分対処

できるものであることはその証である。なぜなら.「十戒」
きそん

は他者の権利を毀損しないことを述べているからであり,

そのことは,そのまま今日の状況にも当てはまるからで

ある。インターネット以前に小さなLANを使っていた場

合と.インターネットにアクセスしている場合とでは,

振る舞い方は同じではないが.それら両者で守るべきモ

ラルの核心は変わらない。

この意味では,実は.モラルは変化していない。人類

が歴史時代に入って以降,窃盗が認められたことはなく,

理由なく他者を傷つけることが許されたこともない。

児童生徒に伝えなければならないのは,個々の場面で

犯しやすいトラブルやこまごました法律の内容等ではな

く,そうしたモラルの核心である。言い彗えれば.情報

モラルにおいてもっとも重要なのは,子ともたらに.ど

の範囲までの行為なら,許されるかを教えることではな

く,彼らが,ある特定のことをすれば,だれがが危害を

被らないがどうかを考え,判断することができるように

することである。「ルールの意味を正し<理解し.新たな

場面でも正しい行動がとれるような考え方と態度」とは,

そうした態度を意味している。

著作権の問題であれプライバシーの問題であれ　それ

らが他者の権利の毀損になることだというモラルン核心

を理解するのでなければ,情報モラルを学ぶ意味はない。

法律も日常のモラルもそうした核心から引き出されてい

るのであり,たとえ万能ではなくとも,すべての人が互

いに毀損しあわない社会の実現を目指している。「楕報モ

ラル」と名付けられた電子ネットワークのモラルも.む

うん例外ではない。




